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 [技能領域]
アカデミックリーディング

 [授業の概要・目的]
この授業は、アカデミックなエッセイを正確に読むことにより、論理的・批判的に読む力を養うこ
とを目的とする。
具体的には、オックスフォード大学出版の Cybersecurity and Cyberwar を読む。本書から、現代の重
要問題のひとつについて考えることが出来る。
受講生はまた、英語でのディスカッションおよび、サイバーセキュリティに関する情報を自ら集め
て発表することを通じて、学んだ語彙や表現を自ら使う練習をする。

 [到達目標]
・英文の論理構造を正確に理解する力を養う。
・英文を通して収集した情報を、整理する力を養う。
・英語で、情報発信できる力を養う。

 [授業計画と内容]
授業は以下のスケジュールで行う。
第1回　 オリエンテーションおよびイントロダクション
第2回　 "Focus: What Happend in WikiLeaks?" 
第3回   "How Do We Keep the Bad Guys Out? The Basics of Coputer Defense"
第4回 　"What Is Hactivism?"
第5回　 "Focus: Who Is Anonymous?"
第6回   "Shady RATs and Cyberspies: What Is Cyber Espionage?"(1)
第7回　 "Shady RATs and Cyberspies: What Is Cyber Espionage?"(2)
第8回   "So How Do Terrorists Actually Use the Web?" 
第9回   "Who Are Patriatic Hackers?"
第10回　"Focus: What Was Stuxnet?"
第11回  "Who Has the Advantage, the Offense or the Defense?"
第12回　"Do Your Part: How Can I Protect Myself (and the Internet)?

以上の授業において、受講生は、テキストの内容と英語に関する説明を、担当教員のサポートを受
けながら日本語で行う。その後クラス全体で、担当教員の質問にしたがって、英語でディスカッシ
ョンを行う。

第13回　受講生は学期を通じて、3人のグループで協力して、サイバーセキュリティー
第14回　関して自分が面白いと思うトピックを選び、情報を集め、パワーポイントの　　　　　レ
ジュメと口頭発表の形で、英語でクラスに分かり易く紹介する。学期の途中　　　　で、制作中の
レジュメを提出する。
第15回　期末試験
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第16回　フィードバック

 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。

 [成績評価の方法・観点]
平常点評価・期末試験・提出物などにより、総合的に評価します。
・５回以上の欠席は認めません。
・授業におけるテキストの読解に関する発表とディスカッションへの参加度（30%）
・プレゼンテーション（発表とレジュメ[完成品と中途提出物]）（10%）
・小テスト（10%）
・期末テスト（50%）

 [教科書]
P.W. Singer & Allan Friedman 『Cybersecutiry and Cyberwar: What Everyone Need to Know』（Oxford 
University Press）
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
テキストの予習と復習、授業中の議論の復習が必須です。

 [その他（オフィスアワー等）]
積極的な授業参加を期待します。毎回授業の始めに小テストを行いますから、遅刻のないようにし
てください。


